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 湖山池の汽水化事業で生じた植物プランクトン群集の構造変化を定量的に明らかに

するため、汽水化前後の植物プランクトンの群集構造と表層の水質を比較した。汽水化

事業の前後 3年 (前：2009 年～2011 年、後：2012 年～2014 年) で毎月採水し、その

植物プランクトンの同定結果と水質分析の結果を統計的に解析した。その結果、その群

集構造に変化がみられ、淡水性の種群 (Anabaena affinis, Microcystis aeruginosa, M. 

ichthyoblabe, Planktothrix agardhii, Skeletonema subsalsum, Cyclotella 

meneghiniana) が優占する構造から汽水・海産性の種群 (Heterocapsa rotundata, S. 

costatum, Cylindrotheca closterium) が優占する変化していたことが明らかになった。

さらに、水質は汽水化後で塩分の著しい上昇が認められた。しかし、汽水化前後で植物

プランクトンの現存量には変化が見られなかった。栄養塩についてもアンモニア態窒素

に減少傾向がみられたのみで、その他の栄養塩は有意な変化は見られなかった。 
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